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１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第３四半期 85,501 0.5 3,226 △0.2 3,325 △4.2 2,263 △6.4 

2018年３月期第３四半期 85,088 3.2 3,232 △1.4 3,471 7.2 2,418 △8.9 
 
（注）包括利益 2019年３月期第３四半期 2,028 百万円 （△26.4％）  2018年３月期第３四半期 2,756 百万円 （△24.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第３四半期 94.21 － 

2018年３月期第３四半期 100.67 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年３月期第３四半期 78,291 45,484 58.1 1,893.27 

2018年３月期 79,505 43,984 55.3 1,830.82 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第３四半期 45,484 百万円   2018年３月期 43,984 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 10.00 － 11.00 21.00 

2019年３月期 － 11.00 －    

2019年３月期（予想）       11.00 22.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 120,700 2.6 5,200 0.4 5,300 △0.4 3,600 △1.6 149.85 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無 
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無 
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無 
 

④  修正再表示                                  ： 無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期３Ｑ 27,700,000 株 2018年３月期 27,700,000 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 3,675,613 株 2018年３月期 3,675,586 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期３Ｑ 24,024,414 株 2018年３月期３Ｑ 24,024,499 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国際情勢の不安定さや国内で相次いだ自然災害の影響などが

あったものの、アメリカを中心とした堅調な世界経済を背景に、企業収益の拡大とそれに伴う雇用・所得環境の改

善など緩やかな回復基調が続きました。

 菓子・飲料・食品業界は、景気回復の継続によるさらなる消費マインドの盛り上がりが期待されるなか、共働き

世帯や単身世帯の増加など、ライフスタイルの変化に伴う時間短縮ニーズへの対応や、商品価値を厳選して購入す

る選別消費への対応が求められました。

 このような状況下で、当社グループは一貫して、食品製造企業として品質保証第一主義に徹し、安全で安心な実

質価値の高い商品の安定した供給と、消費者ニーズにお応えしたサービスの提供など、顧客満足度の向上に向けた

活動を推進してまいりました。具体的には、人口構造の高齢化や働き方改革などによる社会の変化、女性の活躍推

進、消費者の購買チャネルの多様化など、多彩な顧客ニーズへの対応として、求められる価値の実現に機敏かつ柔

軟に取り組み、きめ細かい店頭フォロー活動や地域のニーズに合わせた企画提案型の営業活動、品揃えの強化と付

加価値を高めた魅力のある商品開発を通して、お客様の満足につながる活動を推進してまいりました。

 その結果、ビスケット品目が伸張したことと、チョコレート品目やキャンデー品目が堅調であったことから、売

上高は前年同期並みの推移となりました。

 利益面では、エネルギーコストや原材料価格の上昇があったものの、コスト削減、生産性の向上、経費の効率的

な使用などに取り組んだことで営業利益は前年同期並みとなり、一方、為替差損の影響により経常利益、親会社株

主に帰属する四半期純利益は、前年同期を下回りました。

 

営業品目別の概況

菓子の合計売上高は、80,096百万円（対前年同期比100.5％）となりました。

菓子では、ビスケット品目を中心として、豆菓子、キャンデー、デザート、米菓、スナック、チョコレートなど

の品目を展開しています。

ビスケット品目は、昨秋発売した「１２８ｇミニ濃厚チョコブラウニー」が好調に推移しました。“個性的なビ

スケットをお求めやすい価格で”をコンセプトとしたホームカフェビスケットシリーズと「チョコチップクッキ

ー」などのロングセラーのパッケージビスケットシリーズをリニューアルしました。また、兵庫県政１５０周年記

念に合わせた「神戸しっとりチーズケーキ」を発売したほか、福岡県産のあまおう苺を使用した「九州限定ディズ

ニーアルフォートあまおう苺」など地域限定商品にも取り組みました。さらに、期間限定で東京駅一番街に「アル

フォート」ブランドのアンテナショップ「ＴＯＫＹＯ ＡＬＦＯＲＴ ｂｙ アルフォート」をオープンし、特別に

仕立てたさくら味や抹茶味のアルフォートなどに大きな反響をいただきました。ハロウィン企画や受験生応援商品

に加え、季節に合わせた商品展開としてホワイトフェアや苺フェアを実施したことにより、マイベネフィット商品

群、バータイプ商品群、エリーゼシリーズなどが伸張しました。

キャンデー品目は、夏場の猛暑の影響により「ミネラル塩飴」が大きく伸張したほか、２１種類のハーブエキス

を配合した「シュガーレス爽玉のど飴」を発売しました。グミ商品群では、「フェットチーネグミ」シリーズにメ

ロンソーダ味やすっぱい梅味などの新しい味を展開しました。

チョコレート品目は、生チョコレートを用いた冬期限定商品として、「粉雪ショコラ」シリーズや「生チョコト

リュフ」シリーズなどを発売しました。いちごぎっしりの充実感チョコレート「ストロベリーラッシュ」が、ＳＮ

Ｓを通じて話題となり大変ご好評をいただきました。「アルフォートミニチョコレート」シリーズでは、ミルクテ

ィーやプレミアム濃胡麻など新しい味の展開を行ったことに加えて、１５周年の感謝の気持ちを込めて「アルフォ

ートミニチョコレート」のパッケージデザインを使って手軽にメッセージラベルを作ることのできる「Ｔｈａｎｋ

ｓ ｌａｂｅｌ」キャンペーンを開始しました。既存品が伸び悩んだものの、小箱チョコレート商品群、ファミリ

ーサイズ商品群などが順調に推移しました。

菓子全体では前年同期並みとなりました。

 

飲料・食品・冷菓・その他の合計売上高は、5,405百万円（対前年同期比100.1％）となりました。 

飲料品目は、ココアの濃厚さとコーヒーのキレを組み合わせた「コクアボトル缶」を発売したほか、リニューア

ルした「牛乳でおいしくホットなココア」の取り扱いが拡大しました。災害が多くあったことからミネラルウォー

ター商品群に関心をいただきましたが、ソフトドリンク商品群の競争激化により前年同期を下回りました。

食品品目は、粉末ココア商品「まろやかでおいしいミルクココア」や「しょうがココア」の拡販に取り組むとと

もに、地震災害等をきっかけとした防災意識の高まりから、缶入りの保存商品に関心をいただきました。また、機

能性食品では、栄養調整食品「スローバー」シリーズの拡販に取り組みましたが、品目全体では前年同期を下回り

ました。
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冷菓品目は、「ルマンドアイスロイヤルミルクティー」を東北・北海道地域、関東地域、関西・中四国地域へ順

次販売エリアの拡大を図り、日本全国での販売となりました。加えてご愛顧に感謝し、ルマンドアイスオリジナル

グッズが当たるプレゼントキャンペーンを開始しました。これらにより前年同期を上回りました。

その他では、通信販売事業は、ＥＣ市場の拡大をはじめとした消費者購買チャネルの変化が進むなか、付加価値

を高めた商品の充実や魅力的な品揃えの強化により、顧客の拡大とリピーターの増加に取り組みました。

自動販売機事業は、多様な商品を取り扱うプチモールの設置環境の選択による収益効率の向上に取り組んだほ

か、展開推進による台数の増加に伴って伸張しました。一方で、日々の管理業務における配送ルートの最適化を図

り、作業の効率化、業務の改善、働き方改革や人員不足への対応として、ＡＩ活用によるルート最適化の実証実験

に向けた取り組みを開始しました。

また、酒類販売事業は、限定醸造のクラフトビール「ＡＬＷＡＹＳ Ａ ＷＨＩＴＥ（オールウェイズ ア ホワイ

ト）」に好評をいただきました。ナショナルブランド商品に加え、受託生産や輸出が好調であったことから前年同

期を上回りました。

 

以上の営業活動により業績の向上に努めてまいりました結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は85,501百万

円（対前年同期比100.5％）、営業利益は3,226百万円（対前年同期比99.8％）、経常利益は3,325百万円（対前年

同期比95.8％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,263百万円（対前年同期比93.6％）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は37,562百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,632百万円

減少となりました。これは主に、商品及び製品の増加があったことと、設備投資に伴う現金及び預金の減少があ

ったことによるものです。固定資産は40,728百万円となり、前連結会計年度末に比べ418百万円増加となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得があったことによるものです。

 この結果、総資産は78,291百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,214百万円減少となりました。

 

（負債） 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は25,188百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,542百万円

減少となりました。これは主に、設備投資に伴う未払金および法人税等の支払並びに賞与の支給があったことに

よるものです。固定負債は7,618百万円となり、前連結会計年度末に比べ171百万円減少となりました。

 この結果、負債合計は32,807百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,714百万円減少となりました。

 

（純資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は45,484百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,500百万円増

加となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上および剰余金の配当があったことによ

るものです。

 この結果、自己資本比率は58.1％（前連結会計年度末55.3％）となりました。 

 

・連結キャッシュ・フローの状況に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は14,366百万円となり、前連

結会計年度末（17,942百万円）に比べ3,576百万円減少となりました。

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は1,726百万円（前年同期4,318百万円の収入、対前年同期比40.0％）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益3,315百万円および法人税等の支払額1,719百万円があったことによ

るものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は4,501百万円（前年同期4,030百万円の支出、対前年同期比111.7％）となりま

した。これは主に、有形固定資産の取得による支出4,566百万円があったことによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は791百万円（前年同期143百万円の収入）となりました。これは主に、配当金の

支払額523百万円があったことによるものです。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、2018年４月27日の「2018年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 17,804 14,231 

受取手形及び売掛金 14,513 14,471 

有価証券 137 134 

商品及び製品 3,707 5,179 

仕掛品 484 512 

原材料及び貯蔵品 2,332 2,693 

その他 225 350 

貸倒引当金 △10 △11 

流動資産合計 39,195 37,562 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 14,500 14,202 

機械装置及び運搬具（純額） 10,471 10,336 

その他（純額） 7,513 9,219 

有形固定資産合計 32,484 33,758 

無形固定資産    

のれん 1,320 1,234 

その他 398 391 

無形固定資産合計 1,718 1,626 

投資その他の資産    

その他 6,108 5,343 

貸倒引当金 △1 △0 

投資その他の資産合計 6,106 5,343 

固定資産合計 40,310 40,728 

資産合計 79,505 78,291 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,541 12,400 

短期借入金 1,770 1,750 

未払法人税等 1,265 331 

賞与引当金 1,140 399 

返品引当金 32 27 

その他 10,981 10,278 

流動負債合計 27,730 25,188 

固定負債    

社債 － 100 

長期借入金 650 500 

役員退職慰労引当金 261 234 

退職給付に係る負債 5,935 5,891 

負ののれん 19 18 

その他 923 874 

固定負債合計 7,790 7,618 

負債合計 35,521 32,807 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,036 1,036 

資本剰余金 6,790 6,790 

利益剰余金 37,203 38,938 

自己株式 △941 △941 

株主資本合計 44,089 45,824 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 710 293 

為替換算調整勘定 △569 △445 

退職給付に係る調整累計額 △245 △188 

その他の包括利益累計額合計 △104 △339 

純資産合計 43,984 45,484 

負債純資産合計 79,505 78,291 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 85,088 85,501 

売上原価 50,041 50,410 

売上総利益 35,047 35,090 

販売費及び一般管理費 31,814 31,864 

営業利益 3,232 3,226 

営業外収益    

受取利息 2 3 

受取配当金 61 63 

為替差益 117 － 

負ののれん償却額 1 1 

その他 81 118 

営業外収益合計 264 186 

営業外費用    

支払利息 5 5 

減価償却費 12 18 

為替差損 － 53 

その他 7 10 

営業外費用合計 25 87 

経常利益 3,471 3,325 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 － 138 

特別利益合計 0 139 

特別損失    

固定資産処分損 26 48 

減損損失 1 0 

投資有価証券評価損 0 96 

その他 － 4 

特別損失合計 28 149 

税金等調整前四半期純利益 3,443 3,315 

法人税、住民税及び事業税 883 852 

法人税等調整額 141 199 

法人税等合計 1,024 1,052 

四半期純利益 2,418 2,263 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,418 2,263 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 2,418 2,263 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 250 △416 

為替換算調整勘定 △17 124 

退職給付に係る調整額 105 57 

その他の包括利益合計 337 △234 

四半期包括利益 2,756 2,028 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,756 2,028 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,443 3,315 

減価償却費 2,783 3,035 

のれん償却額 85 85 

受取利息及び受取配当金 △64 △66 

負ののれん償却額 △1 △1 

支払利息 5 5 

為替差損益（△は益） △115 31 

投資有価証券売却損益（△は益） － △138 

固定資産処分損益（△は益） 26 47 

減損損失 1 0 

投資有価証券評価損益（△は益） 0 96 

売上債権の増減額（△は増加） △1,718 34 

たな卸資産の増減額（△は増加） △986 △1,868 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,956 △131 

賞与引当金の増減額（△は減少） △681 △740 

その他 1,019 △321 

小計 5,754 3,384 

利息及び配当金の受取額 64 66 

利息の支払額 △5 △5 

法人税等の支払額 △1,494 △1,719 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,318 1,726 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △3,936 △4,566 

投資有価証券の取得による支出 △44 △182 

投資有価証券の売却による収入 － 311 

その他 △49 △63 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,030 △4,501 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 1,000 － 

長期借入金の返済による支出 △179 △150 

社債の発行による収入 － 99 

リース債務の返済による支出 △202 △197 

配当金の支払額 △474 △523 

その他 △0 △20 

財務活動によるキャッシュ・フロー 143 △791 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △8 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 436 △3,576 

現金及び現金同等物の期首残高 12,996 17,942 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,432 14,366 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
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